
小名浜港東港地区臨港道路整の歩み

エネルギー輸入拠点へのアクセス・小名浜港のランドマーク

資料（東北地方整備局小名浜港湾事務所）
第1回小名浜港東港地区臨港道路

維持管理技術検討委員会（平成27年10月22日）



整備前

20100918

１



進捗状況（20150815撮影）

20140914

２



【決定した橋梁デザインコンセプト】
小名浜港の環境に調和した新たなランドマークとして
眺望や利用を通じて愛着が感じられる橋

東港地区

3号ふ頭

３

国内最大規模の石炭輸入拠点へ（小名浜港国際物流ターミナル整備事業概要）

●近年需要が増加する石炭などの調達・輸送機能の強化を目的に、国際物流ターミナル
整備事業を小名浜港で進めている。
●臨港道路は、人工島（東港地区）と陸上（３号ふ頭）を唯一連絡する道路として整備して
いる。



・道路延長：１，８０５ｍ（橋梁延長：９２７ｍ）
・道路規格：第４種第２級
・設計速度：４０㎞／ｈ
・幅員構成：車道部 ７．０ｍ（２車線）

歩道部 ３．０ｍ～４．５ｍ（片側）
・縦断勾配：最大５％

【橋梁構造】
３号ふ頭部：４径間連続ＰＣ箱桁橋（220ｍ）
東港部：４径間連続ＰＣ箱桁橋（197ｍ）
航路部：５径間連続ＰＣエクストラドーズド橋（510ｍ）

（ＰＣエクストラドーズド橋）
桁橋と斜張橋の長所を取り入れた経済性・デザイン性
に優れた形式で、斜張橋に比べ主塔が低く、ケーブル
の張り方が水平に近いのが特徴

構 造 緒 元

計画平面・断面図

４
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平成２１年度 工事本格着手に向けて仮設桟台を設置



平成２２年度 ３号ふ頭を地盤改良
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20101130
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平成２２年度 ３号ふ頭下部工事（P1～P4）場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ基礎杭
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平成２２年度 航路部下部工事（P5～P6）ﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ基礎

20121112
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平成２２年度 航路部下部工事（P7～P8）鋼管井筒矢板基礎
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東日本大震災による橋梁工事の被災
P4橋脚 橋脚周辺 液状化による沈下 （約1.0m）

20110405

津波による作業船の乗り上げ

津波による作業船の乗り上げ 3号ふ頭橋脚工事の被災 １０



平成２３年度 ３号ふ頭RC橋台工事（P1～P4橋脚 変位制限ブロック）
３号ふ頭橋台工事（A1）場所打ち杭・逆T式橋台
３号ふ頭上部工事（PC４径間連続箱桁橋（固定支保））

20130326

20120615

20120615

2012060820120614

20121011

20120616

20121214

20120412

１１



平成２３年度 東港部（人工島）を地盤改良
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平成２３年度 航路部橋脚工事（P7～P8）

20130828

20140324

20130808
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平成２３年度 航路部上部工事（P5～P6）
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2014082920141017

20140825
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平成２４年度 ３号ふ頭擁壁工事

着手前 完 成
20121015 20130328
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平成２４年度 東港部（人工島）下部工事

20131209

20130401 20130411

20131207

20140326
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平成２５年度 東港部
（人工島）上部工事

20131225

20141011

20150324

１７
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平成27年5月28日
P7 P8

：未閉合箇所（平成27年6月現在）

１８

臨港道路進捗状況 航路部上部工事（P7～P8）を整備中



１９

現場を支える技術を駆使し、これから施工の最盛期を迎えます。



臨港道路では国内初のｴｸｽﾄﾗﾄﾞｰｽﾞﾄﾞ橋で石炭輸入拠点を結びます。

２０



移動作業車を用いて橋脚上から左右対称に
「やじろべぇ」のように桁を張り出します。

２１



資機材は全て船舶や台船を使って搬入します。

２２



塔から張られているケーブルは防食材で被覆され、
１本あたり約３００ｔの張力で桁を支えます。

２３



景観に配慮して採用された白色ケーブルを傷つけないように架設します。

２４



鉄筋にはエポキシ樹脂を塗って防錆処理しています。

２５



青いエポキシ樹脂塗装が施された鉄筋は、橋梁の長期耐久性を高めます。

２６



美しい橋を造るために、品質・出来映えに細心の注意を払っています。

２７



２８



２９

20150726
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